
子育てを応援します 

令和８年度 相生市教育支援センターだより                令和 8年 8月 3 日  第 89号 

 
地域ぐるみで少年非行防止と被害防止を  
少年の非行や犯罪被害は、決して他人事ではありません。  

地域ぐるみで子どもたちに声をかけるなど、非行防止、犯罪被害防止に取り組みましょう。  

まずは各家庭から  

○ お子さんの動向に関心を持ち、交友関係や行き先などについて把握し、 帰宅時間などのルール 

を決めましょう。 

   ○ お子さんのアルバイトの内容や小遣いなどの額にそぐわない高額な物を 持っていないかなどを 

把握しましょう。  

○ スマートフォンなどのインターネット利用について、家庭で利用時間や 利用方法についてのルー 

ルを決めましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの非行等でお困りのときは  

お子さんの非行などでお困りのときは、少年相談員による少年相談室「ヤング トーク｣や少年サポ 

ートセンターのほか、警察署少年係において少年相談を受け付けています。 

  
 
 
 
 

 

 (兵庫県警察広報誌「POLICE情報」2026年 7月号より) 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 住所 相生市緑ヶ丘 4 丁目 5-5 

電話 0791-23-5070  

FAX 0791-22-7211 

E-mail  ikusei-aioi@nifty.com 

「ながら見守り」 
 
で子供たちを見守りましょう 

 
「ウォーキング」をしながら 
「ジョギング」をしながら 
「犬の散歩」をしながら 
「水やり」をしながら 
   普段の生活の中で 

 

＊ ルールづくりの３つのポイント ＊  

① 子どもの意見に耳を傾け、家族で話し合ってルールを決める。  

② 子どもを取り巻く環境の変化に応じて、定期的にルールを見直す。  

③ ペアレンタルコントロール（学齢に応じたフィルタリング設定など）を活用する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ フィルタリングとは ＊  

子どもがインターネットを使用する際、有害な情報に触れることがないようにするシステムで、

各機器及び契約の携帯電話会社により設定が異なります。 詳しくは携帯電話販売店などに

お尋ねください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○少年相談室「ヤングトーク」 

 ＴＥＬ  ０１２０－７８６－１０９
無料ダイヤル  悩んだら   トーク

    受付時間９：００～１７：００ (夜間、土日祝日は留守番電話にて対応) 

ＦＡＸ (０７８)３５１－７８２９
さー来い  悩みファックス

    （24 時間受付） 

 



 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

       

                             

 

 

 

 

 

 

後日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

小
学
校
の
校
長
先
生
H

さ
ん

か
ら
の
お
便
り
。
い
じ
め
の
問
題

に
つ
い
て
「
〇
〇
す
る
な
」
と
い

う
表
現
を
せ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る 

方
法
を
ず
っ
と
思
案
し
て
い
た

そ
う
だ
。
そ
し
て
、
先
日
の
こ
と
、

臨
時
集
会
で
全
校
児
童
を
前
に

こ
ん
な
話
を
し
た
と
い
う
。 

  

「
皆
さ
ん
が
人
か
ら
言
わ
れ
て

嫌
だ
っ
た
り
、
人
に
言
っ
て
し
ま

っ
て
傷
つ
け
た
り
し
た
と
思
う

言
葉
を
思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ

い
。
次
に
自
分
の
口
を
両
手
で
包

み
な
が
ら
、
そ
の
言
葉
を
人
に
聞

こ
え
な
い
よ
う
に
小
声
で
言
っ

て
、
ギ
ュ
ッ
と
握
り
し
め
て
く
だ

さ
い
」
。
そ
の
後
、
Ｈ
さ
ん
は
大

き
な
袋
を
取
り
出
し
「
今
、
握
り

し
め
た
嫌
な
言
葉
を
回
収
し
ま

す
。
思
い
っ
き
り
投
げ
込
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
全
校
児
童
の
間
を
回

っ
た
。 

「
こ
れ
が
、
皆
の
心
の
ト
ゲ
に
な

っ
て
い
た
ん
だ
ね
。
ず
っ
し
り
重

い
よ
」
「
二
度
と
こ
の
言
葉
が
飛

び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と

言
っ
て
、
学
校
で
一
番
の
力
持
ち

の
先
生
に
登
場
し
て
も
ら
い
、
き

つ
く
袋
の
口
を
縛
っ
て
も
ら
っ

た
。
「
こ
れ
で
こ
の
袋
は
二
度
と

開
き
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
リ
サ
イ

ク
ル
に
も
出
し
ま
せ
ん
よ
」 

  

さ
て
、
今
度
は
人
か
ら
言
わ
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
り
、
人
に
言
っ

て
喜
ば
れ
た
り
し
た
言
葉
を
思

い 
 

嫌な言葉は袋の中へ       小学校校長Hさん 
ココロが“ほろり” 

とする感動物語 

い
出
し
て
も
ら
っ
た
。
「
口
に
出

し
て
教
え
て
ほ
し
い
な
」
と
呼
び

か
け
る
と
、
た
く
さ
ん
の
手
が
上

が
っ
た
。
一
人
一
人
に
マ
イ
ク
を

向
け
て
回
る
。
心
に
し
み
る
言
葉

の
連
続
だ
っ
た
。 

 

最
後
に
「
人
が
喜
ぶ
言
葉
を
使

お
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
親
切
な
行

動
で
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
困
っ
た
り
悩
ん

だ
り
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

「
大
丈
夫
？
」
っ
て
声
を
掛
け
て 

上
げ
て
く
だ
さ
い
。
何
か
し
て
も

ら
っ
た
ら
、「
あ
り
が
と
う
」。
友

だ
ち
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

た
ら
、「
す
ご
い
」
っ
て
」
と
結

ん
だ
と
い
う
。 

 

他
の
学
校
や
家
庭
で
も
参
考

に
な
れ
ば
。 

          
<

著
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ>

 
 
 

 

大
人
だ
っ
て
同
じ
で
す
よ
ね
。

嫌
な
言
葉
を
口
に
し
な
い
だ
け

で
、
人
生
は
変
わ
る
は
ず
。 

 
<

松
下
の
独
り
言>

 

か
な
り
古
い
記
事
な
の
に
。
今

も
同
じ
で
す
ね
。
今
はS

N
S

で

一
層
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
し
ま

う
こ
と
も
・
・
・
・
。 

[志賀内泰弘著 『ようこそ感動指定席へ! 言えなかった「ありがとう」』(ごま書房新社)より 

Question    家ではほとんど勉強しません。せめて宿題くらいはしてほしいのですが、このままではとて
も心配です。 

Answer     「頑張れ」より「頑張ってるね」と励ましてあげましょう。子どもはいつも、親の期待
に一生懸命こたえようとしているものです。子どもが勉強できるような環境をつくりま 

しょう。 
親が子供に「こうあってほしい」と望むのは、愛しているからこその願いです。しかし、親の願いが 

強すぎると、子どもの負担になります。勉強しないことだけを取り上げないようにしましょう。何かが
きっかけとなって子どもが勉強したいと思うことがあります。日ごろから、勉強しやすい環境を作っ
ておきましょう。親はいつでもどんなときでも、子どもの応援団でいたいものです。 
 

 「親学サポートブック」 
(奈良県教育委員会発行)より 

『家庭での勉強』 思春期の子への 
関わり方(6) 

Column     叱ること・褒めること 
 親はとかく子どもの短所が目につき、ちょっとのことでも、しつこく叱ります。 
説教は禁物です。子どもは反発するだけです。兄弟や友だちと比べて叱ると、子どものプライドが傷 
つき、やる気を失います。親の機嫌によって、叱ったり叱らなかったりすると、子どもは親に不信感を 
抱きます。子どもを叱ると、お互いにいい気持ちがしません。叱ることはできるかぎり少なくしましょ 
う。少々のことは大目に見て、絶対叱らなくてはならないことだけを叱りましょう。意外に少ないこと 
に気づきます。やむを得ず、叱った時はその後で、どうすべきかを必ず考えましょう。 
 褒めてばかりでもいけません。子どもが本当に努力した時、頑張った時などに限定して褒めましょ 
う。安易な金品の褒美はやめましょう。 


